
事業番号 0336

生涯スポーツ振興事業 担当部局庁 スポーツ・青少年局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

昭和３５年・未定 担当課室 スポーツ振興課
スポーツ振興課長

森岡　裕策

事業名

会計区分 一般会計 政策・施策名
 スポーツの振興

ＸⅡ-２ 生涯スポーツ社会の実現

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
スポーツ基本法21条

関係する計画、
通知等

スポーツ基本計画（平成24年3月30日策定）
スポーツ立国戦略（平成22年8月26日策定）
スポーツ振興基本計画（平成18年9月21日改定）

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度以

内）

国民の誰もが、それぞれの体力や年齢、技術、興味、目的に応じて、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しむ事ができる生涯スポーツ社会の実
現に向けた環境の整備を推進する。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

①生涯スポーツ・体力つくり全国会議の開催                                           ⑤体力つくり国民会議の実施
②指導者養成研修の開催                                                                      ⑥全国広域スポーツセンター連絡協議会の開催
③体力・運動能力調査の実施                                                                ⑦委託事業・評価委員会の開催
④生涯スポーツ功労者等の表彰

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　■その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

- -

計

26年度要求

予算
の状
況

当初予算 83 35 38 37 37

補正予算 -

繰越し等 - - 2

集計中

83 35 40 37 37

85.5% 74.3% 90.0%

36執行額 71 26

65

成果指標 単位 22年度 23年度

執行率（％）

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）

24年度
目標値

（32年度）

成人の週１回以上のスポーツ実施率
（内閣府の「体力・スポーツに関する世論調査」を基に推
計）（22・23は実施せず、24集計中）

成果実績 ％

％ 集計中

活動指標 単位 22年度 23年度 24年度 25年度活動見込

達成度

①生涯スポーツ・体力つくり全国会議の開催
5,673（円／人）

単位あたりコスト＝X/Y
X：平成24年度執行額(4.0百万円)
Ｙ：平成24年度平成24年度生涯スポーツ全国会議参加者（705人）

①生涯スポーツ・体力つくり全国会議の開催
生涯スポーツ国民会議参加者数

人
699 705

―

（3,080）

②指導者養成研修の開催
研修会の参加者人数
(1)全国山岳遭難対策協議会
(2)全国スポーツ推進委員研究協議会

人

費　目 25年度当初予算 26年度要求 主な増減理由

諸謝金 6.9百万円 6.9百万円

1.2百万円 1.2百万円

委員等旅費 1.5百万円 1.5百万円

職員旅費

※単位未満四捨五入の関係で積み上げとは一致しない

庁費 27.5百万円 27.4百万円

37百万円 37百万円計

平
成
2
5
・
2
6
年
度
予
算
内

訳

　　　　　　　　　　　　平成２５年行政事業レビューシート （文部科学省）

―

(1,000) (1,000) (1,000)

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

80

（140）

⑥全国広域スポーツセンター連絡協議会の開催
全国広域スポーツセンター連絡協議会参加者数

（74194）

65,934

④生涯スポーツ功労者等の表彰
(1)生涯スポーツ功労者表彰及び生涯スポーツ優良団体
表彰者数
(2)スポーツ推進委員功労者表彰者数

人

383

③体力・運動能力調査の実施
体力・運動能力調査の標本数

票
65,934

活動実績

（当初見
込み）

⑦委託事業・評価委員会の開催
開催回数

③スポーツテストの普及奨励経費
297（円／票）

単位あたりコスト＝X/Y
X：平成24年度執行額(19.6百万円)
Ｙ：平成24年度体力・運動能力調査俸本数（65,934票）

1,051

4 11 10 ―

371 ―

(373)

単位あたりコスト＝X/Y
X：平成24年度執行額(3.6百万円)
Ｙ：平成24年度生涯スポーツ功労者等表彰者数(371人)

人
135

単位あたりコスト＝X/Y
X：平成24年度執行額(19.6百万円)
Ｙ：平成24年度指導者養成研修等の参加者合計（3,312人）

回

（140）

―

②指導者養成研修の開催
5,918（円／人）

⑥全国広域スポーツセンター連絡協議会の開催
2,500（円／人）

単位あたりコスト＝X/Y
X：平成24年度執行額(0.2百万円)
Ｙ：平成24年度全国広域ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ連携協議会参加者数(80人)

単位当たり
コスト

算出根拠

⑤体力つくり国民会議の実施
事業内容の性質上、事業指数を数値に表すことはなじ
まない

⑦委託事業・評価委員会の開催
510,000（円／回）

単位あたりコスト＝X/Y
X：平成24年度執行額(5.1百万円)
Ｙ：平成24年度委託事業選定・評価委員会会議数(10回)

3,887

64,134

373

4,202 3,312

(3,500) (3,750)

（74194） （74194）

(371)(383)

④生涯スポーツ功労者等の表彰
9,703（円／人）



費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。 ○

評価に関する説明

-

所管府省・部局名

-

-

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果的
あるいは低コストで実施できているか。

整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

--

0375

○

１．事業評価の観点：この事業は、国民の誰もが、それぞれの体力や年齢、技術、興味、目的に応じて、いつでも、どこでも、いつまでもスポー
ツに親しむことができる生涯スポーツ社会の実現に向けた環境の整備を推進することも目的とした長期継続事業であり、事業の必要性等の観
点から検証を行った。

２．所見：スポーツの振興は国の責務として行っている施策であるが、長期継続事業であることを踏まえ、政策目的達成手段としての妥当性の
観点から、今後の予算の縮減が可能か検討すべきである。

外部有識者による点検対象外

外部有識者の所見

事
業
の
効
率
性

事業番号 類似事業名

支出先の選定に当たっては、一般競争入札（最低価格
落札方式）を用い、厳正に選定している。
体力・運動能力調査に係る経費（支出委任）について
は、厳に必要である経費か毎年道府県からの要望額を
詳細に確認している。また執行率も約90％となっており、
計画的な執行ができた。

重
複
排
除

活動実績は見込みに見合ったものであるか。

類似の事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。
（役割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

－

○

平成24年平成23年

単位当たりコストの水準は妥当か。

-

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事
業
の
有
効
性

スポーツ推進委員研究協議会については一昨年度の東
京都から地方開催（長崎県）へ移したため、参加者数が
減少した。また実績数も当初見込みに概ね見合ったもの
となっている。

行政事業レビュー推進チームの所見

現
状
通
り

備考

広く国民のニーズがあるか。国費を投入しなければ事業目的が達成できないのか。

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。

明確な政策目的（成果目標）の達成手段として位置付けられ、優先度の高い事業と
なっているか。

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　

受益者との負担関係は妥当であるか。

0353/0354/0355/0356/0358/0359 0348/0351平成22年

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載）

関連する過去のレビューシートの事業番号

「スポーツ指導者の養成・活用推進」、「生涯スポーツ推進体制の充実」、「国民健康体力つくり推進事業」及び「総合型地域スポーツクラブ充実・強化のための
環境整備等」の全国広域スポーツセンター連絡協議会を平成２３年度に統合。
平成２２年度までの予算額及び執行額については上記に係る経費の総額を記載。
スポーツ基本法について：http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/kihonhou/index.htm
スポーツ基本計画について：http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/plan/index.htm
スポーツ立国戦略について：http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/rikkoku/1297182.htm
スポーツ振興基本計画について：http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/plan/06031014.htm

現
状
通
り

－

項　　目

点
検
結
果

○

○

－

国
費
投
入
の

必
要
性

○

○

当事業は生涯スポーツ社会の実現の基盤構築のために、諸事業（生涯スポーツ全国会議、指導者養成研修会の開催等）を行うものであり、政策として
優先度が高いものとなっている。当事業の大きな支出は２つあり、１つ目は都道府県への支出委任（体力・運動能力調査）であり、道府県の要望を真に
必要な経費であるかチェックし示達している。２つ目は「体育・スポーツに関する世論調査」であるが、一般競争入札（最低落札方式）において、事業の公
平性・透明性を確保している。過去の事業レビューの結果等を踏まえ、既に十分な事業の効率化（経費削減）を行っているところである。

当事業において取り組んでいる「指導者養成研修会の
開催」等において生涯にわたり興味又は関心に応じて
身近にスポーツに親しむ事ができるよう努めなければな
らず、また、スポーツ基本法においても国において実施
されるよう明記されており、政策の優先度が高い事業で
ある。

○

事業所管部局による点検

○

○

評　価



※平成24年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

※表示単位未満四捨五入のため積み上げとは一致しない。

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）

A.生涯スポーツ・体
力つくり全国会議
宮崎県教育委員会
3.2百万円

【随意契約・請負】 【一般競争入札・請負】

会議開催に係る
会場借り上げ

【委嘱】 【委嘱】

調査に必要な体力
測定を行い、標本
を作成する。

C.生涯ｽﾎﾟｰﾂ功労
者等の表彰
（株）天賞堂
1.5百万

D.体育・ｽﾎﾟｰﾂに関
する世論調査
（社）新情報ｾﾝﾀｰ
10.2百万

　
　　記念品（銀杯）
　　の作成

B.体力・運動能力
調査の実施
都道府県教育委員
会（37都府県）
6百万円

調査員による
全国調査等

を含む
（単位百万円）

（１）生涯スポーツ・体力つくり全国会議の実施生涯スポーツ振興のための現状及び課題について、研究協議や意見交換を行い、相互
理解を深め、関係者間の協調・協力体制の強化と生涯スポーツ振興の気運の醸成を目的とする。
（２）指導者養成研修会の開催
　①全国スポーツ推進委員研究協議会
　　全国のスポーツ推進委員が一堂に会し、それぞれの地域におけるスポーツの実践活動及び研究成果について発表・協議し、スポー
ツ推進委員の資質の向上を図る。
　②全国山岳遭難対策協議会
　　登山における遭難事故を防止するため、山岳関係者や山岳遭難対策関係者が一堂に会し、山岳遭難の原因等について研究協議
し、今後の山岳遭難対策に資する。
（３）体力・運動能力調査の実施
 　国民の体力・運動能力の現状を明らかにするとともに、体育・スポーツの指導と行政上の基礎資料を得る。
（４）生涯スポーツ功労者等の表彰
　地域スポーツの振興に功績顕著な、スポーツ推進委員、生涯スポーツ関係者及びスポーツ関係団体等を文部科学大臣が表彰。
（５）体力つくり国民運動の実施
  体力つくり強調月間の普及を通じて、体力つくり国民運動を強力に推進する。
（６）全国広域スポーツセンター連絡協議会の開催
　スポーツ基本法が制定され、本法律に基づくスポーツ基本計画の策定に向けて検討がなされている中で、今後の地域スポーツ振興
のため支援の望ましい在り方について考える。
（７）委託事業選定・評価委員会の開催
　生涯スポーツ社会の実現のために必要な各種事業を委託するにあたり、外部有識者で構成するスポーツ・青少年局スポーツ振興課
委託事業選定委員会を設置し、調査審議することによ　り、最適な事業を選定する

※庁費は消耗品の購入等であり、
　１件百万以上の支出はない

文部科学省
36百万円

諸謝金　　　　　1.3
職員旅費　　　 1.4
委員等旅費     1.1
庁費               11.2



費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

借損料 会場・スクリーンモニター等 3.2

A.宮崎県教育委員会 E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 3.2 計 0

B.都道府県教育委員会 F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

※1件百万未満のため省略

計 0 計 0

C.（株）天賞堂 G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

消耗品費
生涯スポーツ功労者表彰の受賞者記念品
作成

1.5

計 1.5 計 0

D.（社）新情報センター H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

外部委託 体育・スポーツに関する世論調査 10.2

0計 10.2 計



支出先上位１０者リスト
A.生涯スポーツ・体力つくり全国会議の開催（支出委任）

B.体力・運動能力調査の実施（支出委任）

C.スポーツ功労者等の表彰

D.体育・スポーツに関する世論調査

-

-

-

0.4

0.4

10 山梨県教育委員会 体力・運動能力調査の実施 0.3 -

-8 福岡県教育委員会 体力・運動能力調査の実施 0.3

0.5 -

9 福井県教育委員会 体力・運動能力調査の実施 0.3 -

0.5 -

7 静岡県教育委員会 体力・運動能力調査の実施

体力・運動能力調査の実施 0.8

体力・運動能力調査の実施5 石川県教育委員会

6 宮城県教育委員会 体力・運動能力調査の実施

0.5

4 島根県教育委員会 体力・運動能力調査の実施 -

3

1

沖縄県文化観光スポーツ部 体力・運動能力調査の実施

神奈川県教育委員会

2 大阪府教育委員会 体力・運動能力調査の実施

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

-

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 3.2宮崎県教育委員会 生涯スポーツ・体力つくり全国会議に係る会場借り上げ -

-

-

-

-

-

-

入札者数

0.5 -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1.5 随意契約 -

落札率

-

-

-

-

1 92.7

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）新情報センター 体育・スポーツに関する世論調査の実施 10.2

1 （株）天賞堂 生涯スポーツ功労者等表彰に係る記念品(銀杯）の作成


